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伎

驚
麟

　　　　　　心を1つにして「ソーレ、ソーレ！」

　前日までの雨がうそのように晴れ上がった19日、中学校グラウンドで村民体育大会が行われ

ました。各チームとも、この日のために何週間も前から応援練習に取り組み、趣向を凝らした衣

装と踊りで大会を盛り上げていました。

便
利
に
な
り
ま
し
た

　
求
人
・
求
職
の
情
報
提
供

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
で

は
、
庁
舎
敷
地
内
の
駐
車
場
入
口

に
、
休
日
や
時
間
外
な
ど
に
い
つ

で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
る
求
人
情

報
「
イ
ン
フ
オ
マ
ー
シ
ヤ
ル
コ
ー

ナ
ー
」
と
、
求
職
の
申
し
込
み
が

自
由
に
で
き
る
「
求
職
登
録
ポ
ス

ト
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
七
月
か
ら
は
「
求
職
登

録
ポ
ス
ト
」
を
十
日
町
市
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
に
も
設
け
ま
し
た
の

で
、
勤
務
の
関
係
で
日
中
、
職
安

の
窓
口
を
利
用
で
き
な
い
方
は
、

安
定
所
敷
地
内
と
伴
せ
て
活
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
「
求
職
登
録
ポ
ス

ト
」
ご
利
用
の
方
に
は
、
最
新
求

　
　
　
O

人
情
報
を
一
定
期
間
提
供
し
ま

す
。∪

夕
ー
ン
登
録

　
　
　
　
　
　
し
ま
せ
ん
か

　
最
近
の
景
気
動
向
は
減
速
傾
向

に
あ
る
と
は
い
え
、
十
日
町
職
安

管
内
の
各
企
業
で
は
ま
だ
ま
だ
人

手
不
足
が
続
い
て
お
り
、
人
材
の

採
用
意
欲
が
旺
盛
で
、
優
良
求
人

が
た
く
さ
ん
申
し
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
地
元
で
は
若
い
人
、

有
技
能
者
等
就
職
希
望
者
は
大
変

少
な
い
状
況
に
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
十
日
町
職
安
で
は
、
新
規
学

卒
者
の
県
外
在
住
者
の
U
タ
ー
ン

就
職
に
力
を
注
い
で
お
り
、
特
に

八
月
一
日
～
八
月
二
十
日
ま
で
の

期
間
を
「
リ
ブ
・
イ
ン
に
い
が
た
、

定
住
促
進
旬
間
」
と
し
て
、
広
く

周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
役
場
の
窓
口
に
も
「
U
タ
ー
ン

情
報
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
U

タ
ー
ン
登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
登
録
さ
れ
た
方
に
は
職
安

か
ら
、
地
元
の
希
望
す
る
求
人
情

報
を
提
供
し
た
り
、
再
就
職
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
家
族
の
方
で
地
元
に
U
タ
ー
ン

就
職
を
さ
せ
た
い
場
合
に
は
、
お

盆
に
帰
省
の
折
に
で
も
U
タ
ー
ン

登
録
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
職
安

　
　
　
　
　
盈
五
七
ー
二
四
〇
七

　　　　　恕52－3269富田医院（＋日町市）

　　　　盈63－2111上村病院（中里村〉

　　　　盈65－3161津南病院（津南町）

⑭
⑭
⑭



　　　　　　　　　　　役場・…………・…・・・・…僧63－3111㈹
お間い合わせは総合センター（公民館）・・価3－2493へどうぞ
　　　　　　　　　　　老人福祉センター…・・一盈63－2520

．
離

ス
リ
，
ト
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
育
児
休
業
法

　
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
が

今
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
法
律
に
よ
り

◎
『
歳
未
満
の
子
を
育
て
る
男
女

　
雇
用
労
働
者
は
、

　
・
育
児
休
業
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
ま
す
．

　
・
事
業
所
が
設
け
る
勤
務
時
間

　
　
の
短
縮
等
の
措
置
の
適
用
を

　
　
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
規
模
三
十
人
以
下
の
事
業
所

　
は
、
平
成
七
年
三
月
ま
で
法
律

　
の
義
務
適
用
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◎
事
業
主
は
、
育
児
休
業
の
実
施

　
に
伴
い
次
の
奨
励
金
を
申
請
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
・
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ

　
　
グ
ラ
ム
実
施
奨
励
金
（
休
業

　
　
者
に
対
し
『
定
の
教
育
訓
練

　
　
を
実
施
し
た
場
合
）

　
・
特
定
中
小
企
業
事
業
主
育
児

　
　
休
業
奨
励
金
（
規
模
一
二
十
人

　
　
以
下
の
企
業
が
適
用
猶
予
期

　
　
間
中
に
制
度
を
実
施
し
、
利

　
　
用
者
が
出
た
場
合
）

詳
細
は
新
潟
婦
人
少
年
室
（
〒
九

五
一
　
新
潟
市
川
岸
町
一
丁
目
五

十
六
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。盈

○
二
五
ー
二
六
六
ー
○
〇
四

　
　
　
　
　
　
こ
の
制
度
は
、
　
一

　
を
　
　
　
般
の
退
職
金
の
よ
う

度
　
　
　
に
労
働
者
が
事
業
所

唖
　
　
　
】
　
を
辞
め
た
時
支
払
わ

　
　
　
カ

、
望
　
　
　
れ
る
退
職
金
で
は
な

共金
矯
く
、
建
設
業
と
い
う

職
榔

　
　
　
　
　
一
つ
の
業
種
の
中
で

　
　
　
　
　
働
く
限
り
、
事
業
所

　
　
　
ご
に
雇
用
さ
れ
た
期
間

設
　
　
　
全
部
を
通
算
し
て
退

建
　
　
　
職
金
を
支
払
う
と
い

　
　
　
　
　
う
、
い
わ
ば
建
設
業

界
ぐ
る
み
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
一
日
二
百
六
十
円
の
掛
金
で
退

職
金
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

年数 退職金額 年数 退職金額

2年 131，040円 25年 4，413，140円

5年 382，758円 30年 一6，359，620円

10年 1，006，244円 35年 8，963，876円

15年 1，872，092円 37年 10，237，478円

20年 2，958，870円

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
　
〒
蜘
新
潟
市
新
光
町

七
ー
五

　
　
　
新
潟
県
建
設
会
館
内

建
設
業
退
職
金
共
済
新
潟
県
支
部

盈
○
二
五
ー
二
八
五
ー
七
一
一
『

退
職
金
づ
く
り
は

　
　
　
　
　
　
“
中
退
金
”
で

　
中
小
企
業
で
退
職
金
制
度
を
設

け
た
い
場
合
は
、
安
全
・
確
実
・

有
利
な
国
の
”
中
退
金
制
度
”
を

ご
利
用
に
な
れ
ば
、
手
軽
に
設
け

ら
れ
ま
す
．

　
そ
の
う
え
、
新
し
く
こ
の
中
退

金
制
度
に
加
入
し
た
企
業
に
は
、

掛
金
の
一
部
を
国
が
二
年
間
助
成

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
掛
金
は
損

金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
全
額

非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
制
度
に
つ
い
て
の
詳
し
い
お
問

い
合
わ
せ
は
　
〒
価
東
京
都
荒
川

区
荒
川
五
ー
九
－
七
　
安
田
生
命

三
河
島
ビ
ル
内
　
中
小
企
業
退
職

金
共
済
事
業
団

暦
〇
三
－
三
八
〇
五
i
八
九
五
一

　
　
　
，
加

　
　
　
　
砺

譲
馨
鞭
蔓

　
妊
　
　
　
　
　
⑳
争
　
　
、
t

県
民
芸
術
祭

　
　
　
　
　
　
作
品
募
集

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
民
芸

術
祭
文
芸
部
門
の
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

種
目
○
小
説
四
百
字
詰
原
稿

　
　
　
　
　
　
　
用
紙
五
＋
枚
以

　
　
　
　
　
　
　
内

資
格

授
賞

○
詩

o
短
歌

o
俳
句

○

刀1

柳

四
百
字
詰
原
稿

用
紙
四
枚
以
内

で
現
代
詩
と
す

る
［
人
新
作
五
首

を
『
編
（
つ
な

が
り
が
な
く
と

も
よ
い
）
と
し

て
審
査

『
人
新
作
五
句

を
一
編
（
つ
な

が
り
が
な
く
と

も
よ
い
）
と
し

て
審
査

『
人
新
作
五
句

を
一
編
（
つ
な

が
り
が
な
く
と

も
よ
い
）
と
し

て
審
査

児
童
・
生
徒
を
除
く
県

内
在
住
者

入
選
作
品
の
う
ち
優
秀

な
作
品
に
は
、
各
種
目

［
編
ず
つ
芸
術
祭
賞
を

採
用
予
定

試
験
日

　
　
　
　
授
与
し
ま
す
。
受
賞
作

　
　
　
　
品
の
発
表
は
十
二
月
下

　
　
　
　
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま

　
　
　
　
す
。

締
切
り
　
十
月
十
六
日
㈹

あ
て
先
　
〒
蜘
新
潟
市
新
光
町
四

　
　
　
　
番
地
｝
　
新
潟
県
教
育

　
　
　
　
庁
文
化
行
政
課

募
集
要
項
は
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

　
警
察
冒
募
集

　
新
潟
県
警
察
本
部
で
は
、
男
子

警
察
官
（
巡
査
）
の
採
用
試
験
を

行
い
ま
す
．

受
験
資
格
　
昭
和
四
十
年
四
月
二

　
　
　
　
　
日
か
ら
昭
和
五
十
年

　
　
　
　
　
四
月
『
日
ま
で
に
生

　
　
　
　
　
ま
れ
た
男
子
で
、
高

　
　
　
　
　
校
卒
業
程
度
の
学
力

　
　
　
　
　
を
有
す
る
者
。
但
し

　
　
　
　
　
大
学
ま
た
は
短
大
卒

　
　
　
　
　
業
者
は
除
く
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

受
験
手
続

詳
し
い
こ
と
は
駐
在
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ 平

成
五
年
四
月
『

第
一
次
試
験

九
月
二
＋
日
㈹

長
岡
高
等
学
校
他

申
込
用
紙
は
駐
在
所

に
あ
り
ま
す
の
で
、

記
入
の
う
え
九
目
一

日
ω
り
ま
で
に
駐
在
所

へ
．

　
い
。

2



懲
蟹
㎜

翻
難
，
’

，
　
一
ず
燐は

ら
。

　
　
　
　
す

関
か
憾

　
　
　
　
－
な

機
日
に

　
　
　
　
庁

各
1
閉

の
月
翻

　
　
　
　
ロ

県
8
土

「
組
織
培
養
」
｛
学
び
奮
セ
ん
伽

　
農
業
分
野
に
お
け
る
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
が
目
覚
ま
し

い
今
日
、
植
物
の
組
織
培
養
に
よ

る
農
業
生
産
の
効
率
化
を
図
り
ま

せ
ん
か
．

　
十
日
町
実
業
高
校
農
業
科
で

は
、
次
の
日
程
で
「
組
織
培
養
講

開放講座実施予定表

座
」
（
開
放
講
座
）
を
開
催
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

▼
募
集
人
員

▼
期
日

一
般
成
人

三
十
名

八
月
二
十
一
日
㈹

か
ら
十
一
月
二
十

七
日
㈹

期　日 内　　　　　容

8月21日
開講式

講座内容の説明・簡単な組織培養

8月28日 バイオテクノロジーの概要説明

9月18日 培地作成

9月25日 ユリのリン片培養

10月9日
ラン類無菌播種

セントポーリアの葉片培養

10月16日 キノコ人工栽培

10月23日
カラジュームの葉片培養
ハエマンサスの継代培養

10月30日
茎頂培養（サトイモ）
ユリの継代培養

11月20日
茎頂培養（イチゴ）

順化

11月27日
実験結果の観察及び反省
次年度の課題及び反省

写
真
セ

　
　
　
お
貸
し
く
だ
“
い

　
建
設
省
湯
沢
砂
防
工
事
事
務
所

中
津
川
出
張
所
が
開
設
さ
れ
て
今

年
で
四
十
年
に
な
る
の
を
記
念
t

て
、
砂
防
事
業
の
写
真
展
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
秘
蔵
の
写
真
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

《
写
真
の
種
類
》

・
土
砂
災
害
や
河
川
災
害
の
写
真

・
砂
防
工
事
の
現
場
風
景
や
記
念

　
写
真

※
八
月
五
日
ま
で
に
役
場
建
設
課

　
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼
時
間

▼
場
所

▼
申
込
先

　
　
十
八
時
三
十
分
か

　
　
ら
二
十
一
時

　
　
十
日
町
実
業
高
校

　
　
農
業
科
三
階

　
十
日
町
実
業
高
校
農

業
科
　
漉
辺
先
生
・
山

田
先
生

盈
五
二
ー
＝
二
八
六
番

国
道
＝
一
五
三
号
線

　
　
　
　
　
　
全
面
交
通
止

　
国
道
三
五
三
号
線
は
八
月
七
日

ま
で
の
間
、
六
時
か
ら
八
時
、
十

八
時
か
ら
十
九
時
三
十
分
の
間
を

除
き
交
通
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

湯
沢
行
き
バ
ス
は
、
湯
沢
発
十
八

時
二
十
分
、
野
沢
発
十
七
時
二
十

五
分
の
便
を
除
き
、
八
箇
峠
経
由

で
運
行
さ
れ
ま
す
。
湯
沢
、
野
沢

方
面
へ
行
か
れ
る
方
は
山
崎
の
バ

ス
停
で
乗
車
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
通
常
ま
た
は
臨
時
運
行
さ
れ

る
便
も
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

遣
冒
・
相
続
φ

　
　
　
　
無
料
法
律
相
談

　
県
弁
護
士
会
で
は
、
最
近
相
続

を
め
ぐ
る
紛
争
・
相
談
が
増
え
て

い
る
た
め
、
遺
言
・
相
続
の
無
料

法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

目
時
　
七
月
三
十
｝
日
㈹

　
　
　
午
後
一
時
か
ら
四
時

場
所
　
新
潟
県
弁
護
士
会

　
　
　
（
新
潟
市
学
校
町
通
一
番

　
　
　
町
『
番
地
）

お
問
い
合
わ
せ
は
盈
○
二
五
ー
ニ

ニ
ニ
ー
三
七
六
五
番
へ

特
別
養
護
老
人
ホ
D
ム

　
　
　
　
　
　
職
員
募
集

　
平
成
五
年
四
月
一
日
に
松
之
山

町
に
オ
ー
プ
ン
す
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
不
老
閣
」
の
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
　
事
務
員
二
名
、
生
活

及
び
人
数
　
指
導
員
一
名
・
パ
i

ト
一
名
、
看
護
婦
及
び
准
看
護
婦

二
名
、
パ
ー
ト
一
名
、
寮
父
及
び

　　北陸地方3か月予報（8月～朋）

　　　　　　　　　　　　　　　　平成4年7月20日
　　　　　　　　　　　　　　　　新潟地方気象台発表
【予報の概要】

　8月は晴れて暑い時期があるでしよう。秋の訪れは早く．

9月はくもりや雨の日が多い見込みです。この期間に北陸

地万に接近する台風は2～3個でしよう。
【8月の予報1

　前半は太平洋高気圧におおわれて晴れて暑いEヨが続くで

しよう。後半は前線が南下して天気のぐずつく日がある見

込みです。

【9月の予報】

　低気圧や前線の影響でくもりや雨の日が多いでしよう。
【／0月の予報】

　寒気の影響で冷え込む日が多いでしよう。

天候予報のおおよそのイメージ
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寮
母
十
六
名
程
度
・
パ
i
ト
一
名
、

管
理
栄
養
士
及
び
栄
養
士
若
干
名
、

調
理
員
四
名
程
度
・
パ
ー
ト
一
名
、

運
転
手
兼
介
助
員
若
干
名
・
パ
ー

ト
一
名
、
雑
務
員
パ
ー
ト
『
名
、

宿
日
直
代
行
員
パ
ー
ト
一
名

応
募
万
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
〒
螂
－
14
東
頸
城
郡
松

　
　
　
　
　
　
ヤ

之
山
町
大
字
松
之
山
『
二
『
二
〕

二
　
松
之
山
町
役
場
内

社
会
福
祉
法
人
東
頸
城
福
祉
会
へ

八
目
二
十
日
㈲
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
履
歴
書
の
本
人

希
望
欄
に
、
希
望
職
種
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は

東
頸
城
郡
松
之
山
町
役
場
盈
O
二

五
五
九
－
六
⊥
二
一
三
一
内
線
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＋
六
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ー
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、
川
　
燭
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。
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　　7目25日～8月12日
暮らしのカレンダー

25仕） 役場閉庁

26（日） 参議院議員通常選挙投票日

27（月） 老人健康健診合総合センター　㊤9：00～14二30

28（火） 老人健康健診合総合センター　（D9：00～14二30

　　“

29㈱

老人健康健診合総合センター　∈）9二〇〇～14：30

運転者講習会合高道山小体育館　（Dl9：30～

さ、るさとの踊り　合ユーモール　（1）20：00～21：30

30㈲

　　　　　　　　　♂　
、
献

血合保健センター前　（Dlo二〇〇～15：QO

運転者講習会合総合センター　（D19：30～

スターウォッチング’92合総会センター　∈）19二30～

31㈹

1ω 夏の交通事故防止運動（！0日まで）

2（日） 村民登山（浅草岳）

3（月） スターウォッチング’92合総会センター　（D19：30～

4（火）

5㈹
2歳児歯科健診合保健センター　013二〇〇～

ふるさとの踊り　合ユーモール　（D20：00～21130

6㈲

7㈹ 3歳児検診合保健センター　e）13：00～

8ω 役場閉庁

9（日）

10（月）

11（火）

12伽

慧

※変更ずる場禽があります。ご爾の際は確認をお願いします。

懲

翻
勲
鑛
欄
．
ド

鯨
謹
響
π

麟難

．、、’一

蹴蝿

　JA中里本所と新潟中央銀行中里支店の間
の村道十字路に、黄色と赤色の点滅信号機が

お目見えしました。国道117号から総合センタ

ーへ向かう村道は赤の点滅信号になっていま

すので、必ず一時停止してください。

水の日
　8月／日は「水の日」。1年のうちで水の

需要がもっとも多いこの時期に￥水の大切

さをもう一度考えてみようと設けられたも

のです。

　とりわけ今の時期￥気になるのは飲み水。

おいしい水を￥とボトル詰めの飲料水や浄

水器が盛んに売れていますが．これらはい

わば対症療法。天ぷら油を流しに捨てない、

洗剤の量は極力減らすなど￥日々の生活の

なかで、水を守るためにできることに積極

的に取り組む姿勢が求められています。そ

の意味では．もっともっと水への関心を持

つべきなのかもしれません。

　ところで￥ヨーロッパなどへ行って水道

水を飲むとおなかをこわすことがよくあり

ます。これは、ヨーロッパの水がカルシウ

ムやマグネシウムを多く含む硬水であるた

め。日本人は、そうした物質をあまり含ま

ない軟水を飲みなれているため．硬水の生

水を少し飲むだけでたちまちおなかをやら

れてしまうのです。

　世界中でも￥水を生で飲める国はとても

少ないといわれます。その恵みを自然から

　　　授かっている私たち￥水のありが

季　　　たさを肝に銘じなければなりませ

　　　んね。
節

の話題

今月の納税と振替日

　
税
料

　
険
険

税
保
保

産
康
金

資
健
年
料
料

定
民
民
育
道

固
国
国
保
水

■
　
■
　
■
　
■
　
■

（7月31日）

（7月31日）

（7月27日）

（7月31日）

（7月31日）
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平成5年4月に採用する中里村職員の採用試験を

次のとおり実施します。

一
、
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

ω
一
般
行
政
事
務

　
一
般
事
務
職
　
　
　
　
　
　
　
三
名

二
、
受
験
資
格

　
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

　
五
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
者
で
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

　
を
有
す
る
者
。

三
、
欠
格
事
項

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受

　
験
で
き
ま
せ
ん
。

ω
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
も
の

ω
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者
。

⑥
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

　
執
行
が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行

　
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

　
者
。

㈲
中
里
村
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処

　
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二

　
年
を
経
過
し
な
い
者
。

㈲
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い

　
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に

　
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

　
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団

　
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入

　
し
た
者
。

四
、
試
験
日
時
及
び
試
験
場

ω
第
一
次
試
験

①
期
　
日
　
平
成
四
年
九
月
二
十
日
㈲

②
試
験
場
　
県
立
長
岡
工
業
高
等
学
校

　
　
　
　
　
（
長
岡
市
幸
町
二
丁
目
）

③
試
験
方
法

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
内
容
で
、
地

　
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知

　
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
の
筆
記
試
験

　
並
び
に
作
文
試
験
を
行
い
ま
す
。

④
合
格
発
表

　
平
成
四
年
十
月
下
旬
ま
で
に
決
定

　
し
、
受
験
者
全
員
に
結
果
を
通
知
し

　
ま
す
。

③
第
二
次
試
験

①
対
象
者

　
第
一
次
試
験
合
格
者

②
期
日
等

　
平
成
四
年
十
一
月
上
旬
か
ら
中
旬
・

　
頃
、
役
場
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
試
験
の
日
時
、
場
所
等
に
つ

　
い
て
は
、
決
定
次
第
受
験
対
象
者
に

　
通
知
し
ま
す
。

五
、
受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

①
中
込
期
間

　
平
成
四
年
七
月
二
十
七
日
㈲
か
ら
平

　
成
四
年
八
月
二
十
八
日
働
午
後
五
時

　
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
、
締
切
日
ま

　
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け

　
付
け
ま
す
。
）

ω
申
込
場
所
　
役
場
総
務
課

六
、
受
験
手
続

　
次
の
書
類
を
役
場
総
務
課
長
に
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
受
験
申
込
書
　
　
　
　
　
　
　
一
通

③
履
歴
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
通

⑥
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明

　
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
通

㈲
成
績
証
明
書
　
　
　
　
　
　
　
一
通

㈲
写
真
（
胸
上
、
脱
帽
、
正
面
向
、
タ

　
テ
四
㎝
×
ヨ
コ
三
㎝
、
六
月
以
内
撮

　
影
の
も
の
、
裏
面
に
氏
名
を
記
載
し

　
た
も
の
）
　
　
　
　
　
　
　
　
三
枚

※
前
記
ω
及
び
ω
の
用
紙
は
総
務
課
庶

　
務
係
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
ω
、
③
は
受
験
者
本
人
が
記

　
入
す
る
こ
と
と
し
、
父
兄
等
他
の
者

　
が
代
筆
し
た
も
の
は
受
け
付
け
し
ま

　
せ
ん
。

七
、
そ
の
他

①
受
験
の
た
め
の
旅
費
は
支
給
し
ま
せ

　
ん
。

③
不
明
の
点
は
、
総
務
課
庶
務
係
に
お

　
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
擢
の

殉
を

　
　
　
待
の
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圃
ま
耕
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